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 直径 100 nm程度の細胞外小胞体であるエクソソームは、ほとんどの細胞から分泌され、生体で

は唾液、血液、尿などの体液中で観察される。さらにエクソソームには、宿主細胞由来のタンパ

ク質、microRNA、mRNA などが含まれており[1]、生体内で細胞間コミュニケーションやがん増

殖・転移のための微小環境形成に関連することが報告され、関連研究が爆発的に進展している[2]。

エクソソームの生体内動態を調べるためには、選択的にエクソソームを捕捉・検出する技術が必

要であることから、現在エクソソームの特異的センシングに関する研究が盛んに行われている。 

我々は、これまで分子インプリンティング技術を用いて、様々な分子を選択的に認識可能な分

子認識材料（分子インプリントポリマー：MIPs）を報告してきた[3]。MIPsは，鋳型分子を機能性

モノマーと複合化して架橋後，鋳型分子を取り除くことで，鋳型分子のサイズ・形状・官能基の

位置などを写し取った空間を高分子マトリクス内に形成した分子認識材料である。さらに最近で

は、MIP作製後、インプリント空間内部位特異的修飾を行うポストインプリンティング修飾（PIM）

を開発し、MIPsに対して様々な機能変換および機能付与を実現できることを示した[4]。 

本研究では、抗体と分子インプリントポリマーを融合した認識空間に、PIM による認識空間内

部位特異的レポーター分子修飾により、インタクトのエクソソームを超遠心などの前処理なしで

検出可能な新規蛍光センシング材料を創製した。このセンシング材料のエクソームに対する応答

を蛍光顕微鏡により観察したところ、エクソーム添加量依存的に蛍光強度が変化し、高感度でエ

クソームが蛍光検出できることがわかった。また、認識空間内に導入する抗体の種類を変化させ

ることで、癌細胞由来エクソソームの特異的な検出を試み、エクソソームをバイオマーカーとし

たがん診断の可能性を検討したので報告する。 
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